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中
古
日
本
語
の
ト
キ
節
に
見
ら
れ
る
文
法
的
特
徴

一
　
は
じ
め
に

中
古
日
本
語

（本
稿
で
は
特
に
、　
一
〇
世
紀
か
ら

一
二
世
紀
前
半
に
か
け

て
、
京
都
の
貴
族
た
ち
が
話
し
て
い
た
こ
と
ば
を
指
す
。
以
下

〈中
古
語
と

（
１
）

に
は
、
参
照
節
と
の
時
間
的
関
係
を
表
す
従
属
節
が
い
く
つ
か
あ
る

（以
下
、

従
属
節
の
事
態
を

〈前
件
〉、
参
照
節
の
事
態
を

〈後
件
〉
と
呼
ぶ
）。
そ
の

中
で
、
形
式
名
詞

「
と
き
」
が
承
け
る
従
属
節

（以
下

〈
ト
キ
節
と

は
、

前
件
と
後
件
が
同
時
関
係
に
あ
る
こ
と

（以
下

〈前
件
＝
後
件
と

を
表
す
。

（
一
）

ａ
　
こ
の
君
の
生
ま
れ
た
ま
ひ
し
と
き
に
、
［前
世
の
］
契
り

深
く
思
ひ
知
り
に
し
か

［…
］

（源
氏
、
若
菜
上
、
［四
］

一
二
八
）

ｂ
　
身
に
療
も

一
つ
二
つ
出
で
た
り
。
時
も
い
と
暑
し
。
少
し

秋
風
吹
き
立
ち
な
ん
と
き
、
か
な
ら
ず
会
は
む
。

（伊
勢
、
九
六
段
、
二

王
○

Ｃ
　
こ
の
君
達
の
聞
か
ま
し
と
き
、
も
ど
か
し
と
思
は
れ
ま
し

里
小

木

井5

彦

恥
ず
か
し
さ
よ
。
　
　
　
　
　
　
（寝
覚
、
巻

一
、
六
七
）

ト
キ
節
の
助
動
詞
に
目
を
向
け
る
と
、
２

）
の
よ
う
に
、
参
照
節
と
同
じ

も
の
が
生
起
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
た
だ
し
、
ト
キ
節
と
参
照
節
で

一

致
が
見
ら
れ
る
助
動
詞
は
、
相
互
承
接
に
お
け
る
承
接
順
位
が
最
も
低
い
、

７
き
」
７
け
り
」
７
む
」
７
ま
し
」
な
ど
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は

一
般
に
、
テ
ン
ス
や
ム
ー
ド
な
ど
と
し
て
範
疇
化
さ
れ
る
助
動
詞
で
あ

る
が
、
時
間
的
に
等
価
な
節
に
お
い
て
、
２

）
の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
時
間
的
な
類
似
性
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
参
照
節
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
、
中
古
語
の
ト
キ
節
に
見

ら
れ
る
文
法
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま

ず
二
節
で
は
、
先
行
研
究
を
概
観
し
、
ト
キ
節
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
議
論

を
押
さ
え
る
。
続
く
三
節
で
は
、
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
、
中
古

語
の
ト
キ
節
に
見
ら
れ
る
文
法
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
考
察
に
あ
た

っ

て
は
、
現
代
日
本
語

（本
稿
で
は
特
に
標
準
語
を
指
す
。
以
下

〈現
代
語
と

の
事
例
を
比
較
対
象
と
し
、
そ
れ
と
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
共
通
点

・
相
違



点
が
見
ら
れ
る
か
に
も
触
れ
る
。
最
後
の
四
節
は
結
論
で
あ
る
。

二
　
先
行
研
究

ト
キ
節
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
現
代
語
を
対
象
と
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に

多
い
。
そ
こ
で
、
先
行
研
究
の
概
観
は
現
代
語
か
ら
は
じ
め
、
そ
の
後
、
中

古
語
に
移
る
。

二
。
一　
現
代
語
の
ト
キ
節

本
節
で
は
、
現
代
語
の
ト
キ
節
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
す
る
。
二

・

一
。
一
節
で
は
、
ト
キ
節
の

「―
た
」
の
有
無
が
、
ア
ス
ペ
ク
ト
的
に
機
能

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
二

。
一
。
二
節
で
は
、
ト
キ
節
が
表
す
同
時
性
の

諸
相
を
示
す
。
二

。
一
。
三
節
で
は
、
７
た
」
の
有
無
が
テ
ン
ス
と
し
て
機

能
す
る
場
合
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二
。
一
。
一　
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
機
能
を
持
つ

「
ゼ
ロ
」
７
た
」

紙
谷

（
一
九
七
七
）
に
よ
れ
ば
、
現
代
語
の
ト
キ
節

で
は
、
助
動
詞

７
た
」
の
有
無

（以
下
、
形
態
論
的
な
標
示
を
受
け
な
い
も
の
を

〈ゼ
ロ
〉

と
呼
び
、
標
識
の

一
つ
と
し
て
扱
う
）
に
よ
っ
て
、
〈将
然
〉
〈過
程
〉
〈既

然
〉
〈完
了
〉
と
い
う
、
四
つ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味
が
実
現
す
る
と
い

う

（次
に
挙
げ
る
例
は
、
紙
谷

一
九
七
七
、
七
頁
の
例
を
私
に
改
め
た
も
の

で
あ
る
）
。

（二
）

ａ
　
山
を
下
り
る
と
き
、
山
頂
で
思
わ
ぬ
人
に
会

っ
た
。〈将
然
〉

ｂ
　
山
を
下
り
る
と
き
、
途
中
で
思
わ
ぬ
人
に
会

っ
た
。〈過

程
〉

ｃ
　
山
を
少
し
下
り
た
と
き
、
雨
が
降
り
だ
し
た
。
　

〈既
然
〉

ｄ
　
山
を
下
り
た
と
き
、
は
じ
め
て
そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
。

〈完
了
〉

紙
谷
に
お
け
る
将
然
、
過
程
、
既
然
、
完
了
は
、
限
界
性
の
面
か
ら
、
次

の
よ
う
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

将
然
…
開
始
限
界
未
達
成

過
程
…
終
了
限
界
未
達
成

既
然
…
開
始
限
界
達
成

完
了
…
終
了
限
界
達
成

将
然
と
過
程
、
既
然
と
完
了
は
同
じ
標
識
に
よ

っ
て
表
さ
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
前
者
は

〈限
界
未
達
成
〉
、
後
者
は

〈限
界
達
成
〉
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
る
。
神
谷
に
よ
れ
ば
、
「
寝
る
」
の
よ
う
な
、
開
始
限
界
の
焦
点
化
が
困

難
な
動
詞

（金
田

一
一
九
五
〇
の

〈瞬
間
動
詞
〉
、
奥
田

一
九
七
七
や
工
藤

一
九
九
五
の

〈主
体
変
化
動
詞
〉
に
相
当
）
は
、
将
然
と
既
然
の
み
を
表
す

と
い
う
が
、
そ
の
よ
う
な
語
彙
的
制
限
が
あ
る
の
な
ら
、
な
お
さ
ら
、
「
ゼ

ロ
」
７
た
」
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味
を
、
四

つ
に
細
分
す
る
必
要
は
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
現
代
語
の
ト
キ
節
に
お
け
る

［ゼ

ロ
¨
―
た
］
の
対
立
は
、

基
本
的
に

［限
界
未
達
成

¨
達
成
］
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
対
立
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。



一
丁

一
・
二
　
同
時
性
の
諸
相

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
ト
キ
節
は

［前
件
＝
後
件
］
を
表
す
従
属
節
で

あ
る
。
工
藤

（
一
九
九
五
、
二
四

一
頁
以
下
）
に
よ
れ
ば
、
同
時
性
に
は
重

複
的
な
も
の
と
接
触
的
な
も
の
が
あ
り
、
前
者
は
さ
ら
に
、
全
体
的
か
部
分

的
か
で
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
分
類
は
、
述
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
性

格
に
基
づ
い
て
お
り
、
動
的
／
静
的

（動
態
動
詞
述
語
で
、
な
お
か

つ

〒
て
い
る
」
が
標
示
さ
れ
な
け
れ
ば
動
的
、
そ
れ
以
外
は
静
的
）
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
、
図

一
の
よ
う
に
な
る
。

図

一　
同
時
性
の
諸
相

（工
藤

一
九
九
五
、
二
四
二
頁
を
も
と
に
作
成
）

ト
キ
節
　
　
参
照
節

Ⅲ
　
熊
本
に
行
っ
た
と
き
、
国
体
道
路
は
ま
だ
工
事
中
だ
っ
た
。

Ⅳ
　
熊
本
に
行

っ
た
と
き
、
財
布
を
な
く
し
た
。

接
触
的
同
時
性
は
継
起
性
と
近
し
い
関
係
に
あ
り
、
ト
キ
節
に

「
ゼ
ロ
」
が

標
示
さ
れ
る
と

［前
件
∩
後
件
］
を
、
７
た
」
が
標
示
さ
れ
る
と

［前
件
∪

後
件
］
を
表
す
こ
と
に
な
る

（
∩
と
∪
は
接
触
的
同
時
性
を
表
す
記
号
で
あ

り
、
日
の
開
い
た
方
が
先
行
）。
工
藤
は
、
「重
複
的
同
時
性
の
方
は
ト
キ

（
二
）
に
よ
っ
て
し
か
表
せ
な
い
が
、
接
触
的
同
時
性
＝
接
触
的
継
起
性
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
マ
エ

（
一こ

あ
る
い
は
ア
ト

（
デ
）
に
お
き
か
え
う
る
場

合
も
出
て
く
る
」
２

九
九
五
、
二
四
三
頁
）
と
し
、
次
の
よ
う
な
例
を
挙

げ
て
い
る

（表
示
形
式
は
私
に
改
め
た
）。

（三
）

ａ
　
受
話
器
を
取
る

｛と
き
／
前
｝、　
一
瞬
祈
る
よ
う
に
目
を

閉
じ
た
。

ｂ
　
唇
が
離
れ
た

｛と
き
／
あ
と
）
、
女
は
少
し
怒

っ
た
よ
う

な
声
を
出
し
た
。

前
節
で
は
、
ト
キ
節
に
お
け
る

［ゼ
ロ
一
１
た
］
の
対
立
が
、
基
本
的
に

［限
界
未
達
成

¨
達
成
］
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
対
立
で
あ
る
と
述
べ
た
。

ト
キ
節
に
現
れ
る
標
識
が
、
限
界
未
達
成
を
表
す

「
ゼ
ロ
」
で
あ
れ
ば

［前

件
∩
後
件
］
を
、
限
界
達
成
を
表
す

７
た
」
で
あ
れ
ば

［前
件
∪
後
件
］

を
表
す
こ
と
か
ら
、
工
藤

（
一
九
九
五
）
が
指
摘
す
る

［前
件
∪
後
件
］
と

［前
件
∩
後
件
］
の
違
い
は
、
［ゼ
ロ
¨
―
た
］
の
対
立
に
基
づ
く
こ
と
が
わ

か
る
。

例
文

Ｉ
　
能
装
一に
い
た
と
き
、

Ⅱ
　
熊
本
に
い
た
と
き
、

動
的
　
十
　
動
的

フ
ァ
ミ
レ
ス
で
バ
イ
ト
し
て
い
た
。

飲
み
す
ぎ
て
救
急
車
で
運
ば
れ
た
。



一
Ｔ

一
・
〓
一　
テ
ン
ス
と
し
て
機
能
す
る

「
ゼ
ロ
」
７
た
」

二

。
一
。
一
節
で
は
、
ト
キ
節
に
お
け
る

［ゼ
ロ
¨
―
た
］
の
対
立
が
、

基
本
的
に

［限
界
未
達
成

一
達
成
］
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
対
立
に
な
る

と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
二

。
一
。
二
節
で
は
、
ト
キ
節
が
表
す
同
時
性
に
下

位
分
類
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
［前
件
∩
後
件
］
と

［前
件
∪
後

件
］
の
違
い
が
、
［ゼ
ロ
¨
―
た
］
の
対
立
に
基
づ
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

た
だ
し
、
「基
本
的
に
…
」
と
い
う
但
し
書
き
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ト

キ
節
に
お
け
る

［ゼ
ロ
¨
―
た
］
の
対
立
は
、
常
に
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
対
立

と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
高
橋

（
一
九
七
四
）
に
よ
れ
ば
、
連
体
節
に
お
け

る

［ゼ
ロ
¨
―
た
］
の
対
立
は
、
［非
過
去

¨
過
去
］
と
い
う
テ
ン
ス

（絶
対

的
テ
ン
ス
）
対
立
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
ト
キ
節
に
も
あ
て

は
ま
る
こ
と
で
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（四
）

ａ
　
今
度
学
校
に
来
る
と
き
、
研
究
室
で
先
生
と
会
う
予
定
だ
。

〈限
界
達
成

。
非
過
去
〉

ｂ
　
学
校
に
来
た
と
き
、
電
車
の
中
で
友
達
に
会

っ
た
。

〈限
界
未
達
成

。
過
去
〉

（五
）

ａ
　
今
日
ご
飯
を
食
べ
る
と
き
、
僕
が
食
器
を
洗
う
よ
。

〈限
界
達
成

。
非
過
去
〉

ｂ
　
い」
飯
を
食
べ
た
と
き
、
ま
ず
手
を
き
れ
い
に
洗

っ
た
。

〈限
界
未
達
成

。
過
去
〉

三
原

（
一
九
九
二
）
に
よ
れ
ば
、
連
体
節
の

「ゼ
ロ
」
７
た
」
が
テ
ン
ス
と

し
て
機
能
す
る
の
は
、
参
照
節
に
同
じ
標
識
が
生
起
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る

と
い
う
。
こ
う
し
た
制
限
の
存
在
か
ら
、
現
代
語
の
ト
キ
節
で
は
、
テ
ン
ス

の
標
示
が
必
ず
し
も
義
務
的
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次

の
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

（六
）

ａ
　
風
邪
で

（寝
込
ん
で
い
る
／
寝
込
ん
で
い
た
）
と
き
、
彼

女
が
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
。

ｂ
　
受
験
を
控
え
て
、
精
神
的
に

（
つ
ら
い
／

つ
ら
か

っ
た
｝

と
き
、
彼
女
が
励
ま
し
て
く
れ
た
。

一
丁

一
一　
中
古
語
の
ト
キ
節

二

。
一
節
で
見
た
と
お
り
、
現
代
語
の
ト
キ
節
で
は
、
テ
ン
ス
の
標
示
が

必
ず
し
も
義
務
的
で
は
な
く
、
７
て
い
る
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
ゼ

ロ
」

７
た
」
も
基
本
的
に
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味
を
表
す
。
ト
キ
節

に
お
け
る

［ゼ

ロ
¨
―
た
］
の
対
立
は
、
接
触
的
同
時
性
の
違
い
に
直
結
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
中
古
語
の
ト
キ
節
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ

る
か
否
か
が
注
目
さ
れ
る
。

井
島

（
一
九
九
二
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
上
代

。
中
古
語
の
ト
キ
節
に
は
、

い
わ
ゆ
る

〈完
了

の
助
動
詞
〉
の

ア

つ
」
７
ぬ
」
７
た
り
」
Ｔ
り
」
も
、

〈
過
去

の
助
動
詞
〉
の

７
き
」
７
け
り
」
も
問
題
な
く
生
起
す
る
と
い
う

翁
ゼ

ロ
」
の
例
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
）。
井
島
は
こ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
上

代

。
中
古
語
の
ト
キ
節
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
が
、
参
照
節
の
標
識
を
観

察
し
て
い
な
い
た
め
、
ト
キ
節
に
生
起
し
た
標
識
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味

・

機
能
を
持

つ
か
の
検
証
が
困
難
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
文
法
的
な
面
か
ら
中
古
語
の
ト
キ
節
に
つ
い
て
論
じ
た



も
の
は
、
井
島

（
一
九
九
二
）
以
外
に
な
い
よ
う
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
先

行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
中
古
語
の
ト
キ
節
に
見
ら
れ
る
文
法
的
特

徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
現
代
語
の
事
例
を
比
較
対
象

と
し
、
そ
れ
と
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
共
通
点

。
相
違
点
が
見
ら
れ
る
か
に

も
触
れ
る
。

〓
一　
中
古
語
の
ト
キ
節
に
見
ら
れ
る
文
法
的
特
徴

本
節
で
は
、
中
古
語
の
ト
キ
節
に
見
ら
れ
る
文
法
的
特
徴
を
概
観
す
る
。

三

。
一
節
で
は
、
ト
キ
節
と
参
照
節
に
現
れ
る
テ
ン
ス
／
ム
ー
ド
の
標
識
が

一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し

（三

。
一
。
一
節
）、
そ
の
現
象
に
対
し
て
説
明

を
試
み
る

（三

。
一
。
二
節
）。
三

・
二
節
で
は
、
中
古
語
の
ト
キ
節
が
表

す
同
時
性
の
諸
相
を
観
察
し
、
現
代
語
と
の
違
い
を
指
摘
す
る
。

一二
・
一　
テ
ン
ス
／
ム
ー
ド
の

一
致

一二
・
一
・
一　
現
象
の
確
認

中
古
語
の
ト
キ
節
に
見
ら
れ
る
文
法
的
特
徴
と
し
て
、
第

一
に
挙
げ
ら
れ

る
も
の
は
、　
一
節
で
見
た
、
参
照
節
と
の
標
識
の
一
致
で
あ
る
。

（七
）

ａ
　
こ
の
君
の
生
ま
れ
た
ま
ひ
し
と
き
に
、
［前
世
の
］
契
り

深
く
思
ひ
知
り
に
し
か

［…
］

（源
氏
、
若
菜
上
、
［四
］

一
二
八
、
２

ａ
）
再
掲
）

ｂ
　
身
に
療
も

一
つ
二
つ
出
で
た
り
。
時
も
い
と
暑
し
。
少
し

秋
風
吹
き
立
ち
な
ん
と
き
、
か
な
ら
ず
会
は
む
。

（伊
勢
、
九
六
段
、
二

王
ハ
、
２

ｂ
）
再
掲
）

Ｃ
　
こ
の
君
達
の
間
か
ま
し
と
き
、
も
ど
か
し
と
思
は
れ
ま
し

恥
ず
か
し
さ
よ
。
（寝
覚
、
巻

一
、
六
七
、
２

ｃ
）
再
掲
）

ｄ
　
声
ふ
り
た
て
て
遊
ぶ
と
き
に
、
大
空
に
音
声
楽
し
て
、
紫

の
雲
に
乗
れ
る
天
人
、
七
人
連
れ
て
下
り
た
ま
ふ
。

↑
つ
つ
ほ
、
俊
蔭
、
〓

］
一
一九
）

（
一
）
に
は
挙
げ
な
か

っ
た
が
、
分
布
を
見
る
限
り
、
（七
ｄ
）
に
挙
げ
た

「
ゼ
ロ
」
も
こ
の
現
象
に
関
係
す
る
よ
う
で
あ
る
。
結
局
、
参
照
節
と
の
標

識
の

一
致
に
関
わ
る
も
の
は
、
承
接
順
位
が
最
も
低
い

７
き
」
７
け
り
」

７
む
」
７
じ
」
７
ら
む
」
７
け
む
」
７
ま
し
」
に
、
無
標
の

「ゼ
ロ
」
を
加

え
た
合
計
八
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る

（以
下
、
こ
の
八
つ
の
標
識
を

〈
テ
ン

ス
／
ム
ー
ド
〉
、
参
照
節
と
の
標
識
の

一
致
を

〈
テ
ン
ス
／
ム
ー
ド
の
一
致
〉

と
呼
ぶ
）。

な
お
、
テ
ン
ス
／
ム
ー
ド
の
一
致
に
あ
た
る
例
は
、
（七
）
の
よ
う
な
、

ト
キ
節
と
参
照
節
に
同

一
の
標
識
が
生
起
す
る
も
の
に
限
ら
な
い
。
テ
ン
ス

／
ム
ー
ド
は
時
間
的
な
意
味
に
よ
っ
て
、

非
過
去
…

「
ゼ
ロ
」
７
む
」
７
じ
」
ア
ら
む
」

過
去
…
…

「―
き
」
７
け
り
」
７
け
む
」

反
事
実
…

「―
ま
し
」

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
の
分
類
に
お
い
て
同
類
と
さ
れ
る
も
の
同
士

で
あ
れ
ば
、
テ
ン
ス
／
ム
ー
ド
が

一
致
し
て
い
る
も
の
と
見
な
す
。
た
と
え

ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（八
）

ａ
　
家
と
い
ふ
も
の
は
、
券
持
た
る
人
よ
り
外
に
領
る
人
な
き

と
聞
き
し
か
ば
、
お
だ
し
う
思
ひ
て
、
あ
る
は
、
我
が
家



と
も
名
乗
ら
で
あ
り

つ
る
は
。
「中
納
言
が
］
か
う
し
た

ま
ふ

［
＝
三
条
邸
に
引
越
し
よ
う
と
す
る
］
と
き
こ
そ
、

「
か
か
る
こ
と
ど
も
あ
り
け
り
」
と
も
言
は
め
。

〔
洛
窪
、
巻
三
、
二
八
三
）

一
　
か
か
る
こ
と
ど
も
あ
り
け
り
‥
そ
う
い
え
ば
、
三
条
邸

の
地
券
は
、
こ
れ
こ
れ
の
事
情
で
自
分
の
手
元
に
あ
る
の

だ
っ
た
。

ｂ
　
北
の
方
、
琴
遊
ば
す
こ
と
、
昔
大
将
の
大
臣
に
対
面
し
た

ま
ひ
し
山
に
住
み
た
ま
ひ
し
と
き
、
弾
き
た
ま
ひ
け
る
ま

ま
に

［…
］
　

　

　

（
う

つ
ほ
、
尚
侍
、
宮
〓

一
一五
〇
）

〓
丁

一
・
二
　
現
象
に
対
す
る
説
明

か

つ
て
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
前
節
で
述
べ
た
定
義
に
基
づ
き
、
テ
ン
ス

／
ム
ー
ド
の

一
致
が
ど
の
程
度
見
ら
れ
る
か
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
四
〇
〇
例

を
越
え
る
デ
ー
タ
の
う
ち
、
九
割
以
上
で
こ
の
現
象
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

結
果
は
、
井
島

（
一
九
九
二
）
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
の
材
料
と
な
る
。

井
島
は
、
「
ト
キ
副
詞
節
は
現
代
語
に
お
い
て
は
主
節

に
対
し
て
従
属
節

［従
属
性
の
誤
り
―
黒
木
注
］
が
高
い
と
言
え
る
が
、
上
代

・
中
古
語
に
お

い
て
は
主
節

［本
稿
の
参
照
節
に
相
当
―
黒
木
注
］
に
対
し
て
独
立
性
が
高

く
、
場
合
に
よ

っ
て
は
ほ
と
ん
ど
等
位
に
立

っ
て
い
る
」
と
い
う
考
え
に
立

ち
、
古
典
語
の
ト
キ
節
と
現
代
語
の
ト
キ
節
の
従
属
度

（統
語
構
造
で
は
な

い
点
に
注
意
）
の
違
い
を
、
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る

（表
示
形
式
は
私

に
改
め
た
）
。

（九
）

ａ
　
古
典
語
　
［副
詞
節
ニ
ロ
図
］
―

［主
節
］

ｂ
　
現
代
語
　
［
［副
詞
節
二
口
図
］

主
節
］

二

・
二
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
ト
キ
節
の
み
の
調
査
に
よ
る
、
井
島
の
説
は
、

あ
く
ま
で
仮
説
に
過
ぎ
な
い
。
参
照
節
と
の
関
係
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
は

じ
め
て
、
そ
の
真
偽
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

四
〇
〇
例
を
越
え
る
デ
ー
タ
の
九
割
以
上
で
、
テ
ン
ス
／
ム
ー
ド
の

一
致

が
見
ら
れ
る
と
い
う
結
果
か
ら
、
井
島
の
仮
説
は
正
当
と
見
て
よ
い
。
中
古

語
に
お
け
る
ト
キ
節
の
従
属
度
は

（九

ａ
）
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
節
に
テ
ン
ス
／
ム
ー
ド
を
標
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
と
き
、
二
つ

の
節
に
現
れ
る
標
識
が
時
間
的
に
類
似
す
る
の
は
、
ト
キ
節
が

［前
件
＝
後

件
］
を
表
す
従
属
節
だ
か
ら
で
あ
る
。

〓
Ｔ

一
一　
接
触
的
同
時
性

二

。
一
。
二
節
で
は
、
現
代
語
の
ト
キ
節
が
表
す
同
時
性
に
下
位
分
類
が

い
く

つ
か
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
［前
件
∩
後
件
］
と

［前
件
∪
後
件
］
の
違

い
が
、
［ゼ

ロ
一
―
た
］
の
対
立
に
基
づ
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
中
古
語
の
ト
キ
節
に
お
い
て
は
、
［前
件
∩
後
件
］
と

［前

件
∪
後
件
］
の
違
い
を
標
示
す
る
方
法
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
一
〇
）

ａ

「今
、
こ
の
琴
い
と
よ
く
習
は
せ
た
ま
ひ
て
ん
と
き
に
、

渡
り
た
ま
ひ
て
、
も
ろ
と
も
に
御
覧
ぜ
む
」
と
ぞ
の
た

ま
ひ
し
。
　

（
う

つ
ほ
、
楼
の
上
下
、
冨
茜

五

一
五
）

ｂ
　
こ
の
帯
、
右
の
大
臣
の
内
裏

へ
参
り
た
ま

へ
ら
ん
と
き
、

蔵
人
所
に
持
て
行
き
て
、
「売
る
物
な
り
」
と
て
出
だ



せ
。
　

　

　

（う
つ
ほ
、
忠
こ
そ
、
〓

］
三
二
四
）

（
一
一
）

ａ

［私
＝
内
大
臣
が
］
源
氏
の
入
道
の

一
家
に
侍
り
し
ほ

ど
、
出
家
し
は
べ
り
し
と
き
、
コ
・Ｌ
」
と
、
泣
く
泣

く
遺
言
せ
ら
れ
し
に

［…
］
（寝
覚
、
巻
四
、
二
九
二
）

ｂ
　
［北
の
方
が
絹
五
〇
匹
を
］
取
ら
せ
た
ま
ふ
と
き
に
、

〔博
こ

「
い
と
易
き
こ
と
に
は
べ
り
」
と
て
去
ぬ
。

（う
つ
ほ
、
忠
こ
そ
、
〓

］
三
二
五
）

（
一
二
）

ａ
　
声
ふ
り
た
て
て
遊
ぶ
と
き
に
、
大
空
に
音
声
楽
し
て
、

紫
の
雲
に
乗
れ
る
天
人
、
七
人
連
れ
て
下
り
た
ま
ふ
。

↑
つ
つ
ほ
、
俊
蔭
、
〓

］
一
一九
、
（七
ｄ
）
再
掲
）

ｂ
　
久
し
く
こ
の
わ
た
り
に
見
え
た
ま
は
ず
。
こ
こ
に
は
，

月
の
宴
し
た
ま
ひ
し
と
き
に
、
消
息
言
は
せ
た
ま
へ
り

し
。
　
　
　
　
（う
つ
ほ
、
蔵
開
上
、
Ｔ
面

四

一
〇
）

（
一
〇
）
の
よ
う
に
、
７
つ
」
７
ぬ
」
７
た
り
」
７
り
」
と
い
っ
た
、
形
態

論
的
に
有
標
の
ア
ス
ペ
ク
ト
標
識
が
標
示
さ
れ
る
と
、
必
ず

［前
件
∪
後

件
］
を
表
す
が
、
「ゼ

ロ
」
の
場
合
は
複
雑
で
あ
る
。
限
界
動
詞
の
場
合
、

（
一
一
ａ
）
の
よ
う
に
限
界
未
達
成
を
表
す
こ
と
も
あ
る
が
、
大
抵
は

（
一

一
ｂ
）
の
よ
う
に
限
界
達
成
を
表
す
。
非
限
界
動
詞
の
場
合
、
２

一
し

の

よ
う
に
、
必
ず
限
界
未
達
成
を
表
す
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ト
キ
節
の
述
語
を
、　
ａ
）
動
詞
分
類

（限
界
動
詞
／
非
限
界
動

詞
）
、
ｂ
）
ア
ス
ペ
ク
ト
標
識
、

ｃ
）
テ
ン
ス
標
識
の
三
点
に
基
づ
い
て
分

類
し
、
そ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味
が
、
限
界
未
達
成
と
限
界
達
成
の
ど
ち

ら
に
な
る
か
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
を
表

一
に
示
す
。

表

一　

ト
キ
節
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味

本
節
の
冒
頭
で
述
べ
た
こ
と
は
、
表

一
か
ら
確
認
で
き
る
。
中
古
語
の
ト
キ

節
に
お
い
て
は
、
［前
件
∩
後
件
］
と

［前
件
∪
後
件
］
の
違
い
を
標
示
す

る
方
法
が
な
い
の
で
あ
る
。

四
　
結
論

本
稿
で
は
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
一
三
）

ａ
　
中
古
語
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ト
キ
節
と

参
照
節
の
テ
ン
ス
／
ム
ー
ド
が

一
致
す
る
。
よ
っ
て
、

井
島
の
仮
説
ど
お
り
、
中
古
語
の
ト
キ
節
は
従
属
度
が

低
い

（独
立
度
が
高
い
）
と
見
て
よ
い
。

ｂ
　
中
古
語
の
ト
キ
節
に
は
、
［前
件
∩
後
件
］
と

［前
件

∪
後
件
］
の
違
い
を
標
示
す
る
方
法
が
な
い
。
有
標
の

ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
が
標
示
さ
れ
る
と
、
必
ず

［前
件
∪

後
件
］
を
表
す
が
、
「
ゼ
ロ
」
の
場
合
は
複
雑
で
あ
る
。

〈
口
　

計

非
限
界
動
詞

限
界
動
詞

動詞曰剰に７“が解綸岬欄識．

限
界
未
達
成

限

界

達

成

限
界
未
達
成

限

界

達

成

４０

　

　

０

　

　

１４

012

0  0

0  7

26 2

0  0

6  1

ゼ

ロ
　
ー
む
　
―
き

ゼ

ロ

３

　

　

１８

　

　

１

0  0

0  0

0  0

3  0

171

1  0

ゼ

ロ
　
ー
む
　
―
き

―
つ
、
ぬ
、
―
た
り
、
―
り

合
計



（
一
三
）
が
他
の
従
属
節
に
も
通
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
追
及
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
ト
キ
節
以
外
で
も
、
時
間
的
に
等
価
で
あ
れ
ば

テ
ン
ス
／
ム
ー
ド
の

一
致
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
の
で
、
２

〓
一
ａ
）
の
指
摘

は
、
中
古
語
の
統
語
論
に
対
す
る
貢
献
が
期
待
で
き
る
。

圧̈（１
）

時
間
的
な
面
で
従
属
節
が
参
照
す
る
節
。
終
止
法
の
述
語
を
と
る
主
節
と

は
、
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。

（イ
）

北
の
方
、
琴
遊
ば
す
こ
と
、
［
［昔
大
将
の
大
臣
に
対
面
し
た
ま

ひ
し
山
に
住
み
た
ま
ひ
し
］
と
き
、
弾
き
た
ま
ひ
け
る
］
ま
ま

に
、
そ
の
後
さ
ら
に
住
み
た
ま
ひ
け
る
世
に
、
手
触
れ
た
ま
は

ず
。

（う
つ
ほ
、
尚
侍
、
Ｔ
こ

一
一五
〇
）

（イ
）
に
お
け
る
主
節
は

「～
手
触
れ
た
ま
は
ず
」
で
あ
る
が
、
ト
キ
節
が

時
間
的
に
参
照
し
て
い
る
節
は

「～
弾
き
た
ま
ひ
け
る
」
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
が
参
照
節
と
な
る
。

（２
）

一一呈
中学
研
究
会

。
構
文
論
グ
ル
ー
プ

（
一
九
八
九
）
に
お
け
る

〈未
完

結
〉
と

〈完
結
〉
の
区
別
は
こ
れ
に
近
い
。
た
だ
し
、
彼
女
ら
は
、
紙
谷
が

言
う
と
こ
ろ
の
既
然
に
あ
た
る
、
〈継
続
〉
と
い
う
意
味
を
立
て
て
お
り
、

こ
の
点
で
本
稿
と
は
異
な
る
。

（３
）

調
査
文
献
は
次
の
と
お
り
。
『伊
勢
物
語
』
『落
窪
物
語
』
『
う
つ
ほ
物
語
』

『源
氏
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
言
語
資
料
に
挙
け
た
も
の
と
同
じ
。
他
は

全
て

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
（岩
波
書
店
）。

『竹
取
物
語
』
『伊
勢
物
語
』
『土
左
日
記
』
『平
中
物
語
』
『落
窪
物
語
』

『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
『
う
つ
ほ
物
語
』
『大
和
物
語
』
『枕
草
子
』
『源
氏

物
語
』
『紫
式
部
日
記
』
『栄
花
物
語
』
『和
泉
式
部
日
記
』
『浜
松
中
納

言
物
語
』
『夜
の
寝
覚
』
『更
級
日
記
』
『狭
衣
物
語
』
『大
鏡
』
『皇
物

〓
』̈

（４
）

形
式
名
詞

「
の
ち
」
が
承
け
る
従
属
節

（以
下

〈
ノ
チ
節
と

に
つ
い
て

言
え
ば
、
ノ
チ
節
に

「―
き
」
７
け
り
」
、
参
照
節
に

「ゼ
ロ
」
が
標
示
さ
れ

る
と
い
う
例
が
多
数
あ
る

（黒
木
二
〇
〇
七
参
照
）。
こ
れ
は
、
ノ
チ
節
が
、

前
件
と
後
件
の
継
起
関
係
を
表
す
従
属
節
の
た
め
だ
ろ
う
。

言
語
資
料

伊
勢
物
語

（
一
〇
世
紀
前
～
中
？
）
…

『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
八
、
小
学
館
、

一
九
七
二
、
福
井
貞
助

（校
訂
）、
底
本
＝
伝
定
家
筆
本

落
窪
物
語

（
一
〇
世
紀
後
）
‥

『
日
本
古
典
文
学
全
集
』

一
〇
、
小
学
館
、　
一
九

七
二
、
三
谷
栄

一
（校
訂
）、
底
本
＝
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本

（旧
安

田
文
庫
蔵
本
）

う
つ
ほ
物
語

（
一
〇
世
紀
後
）
…

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』

一
四
～

一
六
、

小
学
館
、　
一
九
九
九
～
二
〇
〇
二
、
中
野
幸

一
（校
訂
）、
底
本
＝
前
田
家

本

源
氏
物
語

（
一
一
世
紀
初
）
…

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
二
〇
～
二
五
、
小

学
館
、　
一
九
九
四
～
九
八
、
阿
部
秋
生

。
秋
山
虔

。
今
井
源
衛

・
鈴
木
日
出

男

（校
訂
）、
底
本
＝
伝
明
融
筆
臨
模
本

。
大
島
本

・
伝
定
家
筆
本

引
用
文
献

井
島
正
博

（
一
九
九
二
）
「古
典
語
に
お
け
る
ト
キ
副
詞
節
」、
『国
語
学
会
　
一

九
九
二
年
度
春
季
大
会
予
稿
集

（於
筑
波
大
学
と
、
国
語
学
会

奥
田
靖
雄

（
一
九
七
七
）
「
ア
ス
ペ
ク
ト
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て
―
金
田

一
段
階
―
」、

『国
語
国
文
』
八
、
宮
城
教
育
大
学

［再
録
…

『
こ
と
ば
の
研
究

。
序
説
』、

八
五
～

一
〇
四
頁
、　
一
九
八
四
］

紙
谷
栄
治

（
一
九
七
七
）
「助
動
詞

「
た
」
の
一
解
釈
―
形
式
名
詞

「と
き
」
に

つ
づ
く
場
合
を
中
心
に
―
」、
『京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
　
人
文
』
二
九
、

一
～

一
〇
頁
、
京
都
府
立
大
学



金
田

一
春
彦

（
一
九
五
〇
）
「国
語
動
詞
の

一
分
類
」、
国
呈
叩研
究
』

一
五
、
日

本
言
語
学
会

［再
録
…
金
田

一
春
彦

（編
）
『
日
本
語
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
』
、

五
～
二
六
頁
、
む
ぎ
書
房
、　
一
九
七
六
］

工
藤
真
由
美

（
一
九
九
五
）
『
ア
ス
ペ
ク
ト
・
テ
ン
ス
体
系
と
テ
ク
ス
ト
ー
現
代

日
本
語
の
時
間
の
表
現
―
』、
ひ
つ
じ
書
房

黒
木
邦
彦

（二
〇
〇
七
）
「中
古
日
本
語
に
お
け
る
ア
ス
ペ
ク
ト
と
テ
ン
ス
の
相

関
―
主
節
と
ノ
チ
節
の
考
察
か
ら
―
」、
『国
文
研
究
』
五
二
、
八
五
～

一
〇

二
頁

（左
開
き
）、
熊
本
県
立
大
学

言
語
学
研
究
会

。
構
文
論
グ
ル
ー
プ

（
一
九
八
九
）
「接
続
詞

「と
き
」
に
よ
っ

て
む
す
ば
れ
る
、
時
間
的
な
つ
き
そ
い

。
あ
わ
せ
文
」、
言
語
学
研
究
会

（編
）
で
」
と
ば
の
科
学
』
三
、　
一
一
九
～
三
四
頁
、
む
ぎ
書
一房

高
橋
太
郎

（
一
九
七
四
）
「連
体
形
の
も
つ
統
語
論
的
な
機
能
と
形
態
論
的
な
性

格
の
関
係
」、
『教
育
国
語
』
二
九
、
む
ぎ
書
房

［再
録
…
松
本
泰
丈

（編
）

『
日
本
語
研
究
の
方
法
』、
二
三
二
～
五
八
頁
、
む
ぎ
書
一房
、　
一
九
七
八
］

三
原
健

一
（
一
九
九
二
）
『時
制
解
釈
と
統
語
現
象
』、
く
ろ
し
お
出
版

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―


